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新していく必要がある。最後に、使用者によるマニュアルの認知度及び、使用頻度を高くするためには、作

成したマニュアル等が実際に用いられるようにする取り組みが必要であると考えられる。即ち、「災害が発

生する前の事前作成と普及」、「継続的な更新」、「実践と効果の検証」が必要であることを述べたい。 
また、マニュアルの作成にあたっては、文化財担当と防災担当の両方が協力する必要性もあり、予防期だ

けの対策などだけでなく、応急対策期や復旧復興期に関してもその内容を記載していくことで、作成された

マニュアルはどの時期においても効果的な災害対策の実施に寄与することができるだろう。また、現段階で

は、公開範囲として、都道府県HP等、インターネットに公開しているマニュアルは6自治体に限られており、
いざという時に紙媒体のマニュアルが用意できない可能性があり、今後は電子版のマニュアルが普及してい

くためにも、実用性のある電子版マニュアルを作成するための課題などを探っていくことが重要であると考

えられる。今後、個別の文化財の実情に応じた防災計画の策定事例からマニュアルの強化を目指すことも必

須であると思われる。継続的により多くのマニュアルの運用事例を収集し、近年の社会構造の変化、地域特

性、マニュアルの利用者の立場に応じた柔軟な「文化遺産防災マニュアル」への改訂を行い、発信していき

たい。 
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注釈 

注1) 日本では、国や地方自治体の指定・選定・登録の有無に関わらず有形無形の文化的遺産全般を指す用語として「文

化財」と呼称している。日本の文化財は文化財保護法や核地方自治体の文化財保護条例に基づき、指定・登録され

ている。なお、「文化遺産防災ハンドブック」では守るべき対象を上記のような文化財に限定しない意味で「文化

遺産」と称している。 
注2) 明鏡国語辞典10)によると、「ハンドブック」とは、「特定分野の情報を簡便にまとめた案内書。手引き書。便覧。」

「マニュアル」とは、「手引き書。説明書。」である。一方で、「ガイドライン」とは、政府や団体が指導方針と

して掲げる大まかな指針であり、本研究では対象外とした。 
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In August 2020, an extreme heavy rain occurred in the whole country of China. Sichuan Province became the center of 

the heavy rains. Leshan Giant Buddha of World Natural and Culture Heritage is located in the southwestern of Sichuan 

Province. After the flood caused by rainstorm, Leshan Giant Buddha was submerged by the foot for the first time in a 

century, and each part of the body was suffered in different damage. The purpose of this study is to investigate the flood 

damage situation,the damage mechanism of the Leshan Giant Buddha and the flood prevention measures of the Great 

Buddha.  

 
KKeeyy  wwoorrddss：World heritage; flood disaster; disaster prevention; victim status 

 

11..概概要要  

  

（（11））地地理理的的位位置置とと文文化化財財のの概概況況  

楽山市は中国四川省中部、また四川盆地の南西部に位置し、地勢は西南が高く、東北が低く、亜熱帯気候

地域に属する。楽山市は中国の国家歴史文化の名城で、豊かで奥深い歴史文化を持ち、峨眉山、楽山大仏、

東風堰という 3 つの世界遺産がある。 

 
図 1 楽山市の位置（筆者作成） 
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１．概要

（1）地理的位置と文化財の概況
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楽山大仏は四川省楽山市凌云山に位置しており、岷江、青衣江、大渡河の三江がここに合流している。唐

の玄宗開元初年（713 年）から始まり、唐の徳宗貞元 19 年（803 年）に完成するまで、大仏の建立は 90 年も

かかった。大仏は弥勒坐像で、東に座って西に向き、総身長 71m、座身長 59.96m。 
1996 年 12 月、峨山・楽山大仏はユネスコの「世界文化・自然遺産」に認定され、「世界自然・文化遺産リ

スト」に登録された。楽山大仏の雕刻は 8 世紀に完成され、世界現存の最大の仏教雕刻である。周辺の関連

古迹は秦代の離堆、漢代の崖墓、唐代の仏塔、仏寺などを含み、豊富な歴史文化と天然資源を持っている。

故に、我々は楽山大仏に対する研究と保護を強化し、世界の文化と自然遺産の本来の真性を維持し、その普

遍的価値を際立たせなければならない。 

 
図 2 楽山大仏 1） 

  

（（22））洪洪水水災災害害のの概概要要  

2020 年 8 月 8 日以来、中国の主雨帯は四川省に移り、8 月 11 日から極端な豪雨が襲ってきたが、範囲は小

さい上に時間も短かった。しかし 8 月 15 日から、雨脚はますます猛烈になり、范囲が広がった上に、持続時

間も長くなり、成都平原付近と西側の山の前まで波及し、当時全国豪雨の中心ともなった。 
 

 
図 3 2020 年 8 月 8 日~8 月 17 日の中国の降水量分布図 2） 

今回の豪雨の影響で、楽山大仏は 1917 年に初めて足の指の部分が洪水に浸かって以来、再び足の指まで

浸かった。8 月 18 日午後 2 時、岷江五通橋水文所の推計によると、今回の洪水流量は 3.8 万立方メートル/秒
にも達し、1949 年以来の最大値となった。 
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図 4 楽山大仏の足の指が浸かった写真       図 5 楽山大仏周辺の河流環境（筆者作成）

22..調調査査のの概概要要 

（（11））損損傷傷メメカカニニズズムム 

連日の豪雨と洪水により、大仏は異なる程度の被害を受け、豪雨前に大仏の右頬の修繕層は滑らかだった

が、連日の雨水に洗い流された後、亀裂が入り始めた。また、大仏側の崖からも岩が落ちてき、大仏の右腕

にも軽微な損傷が出た。大仏の足部では、洪水に浸かった後、炭素灰や石灰などで塗っていた保護層が破壊

され、左右の足修繕層が 8 平方メートルほど脱落し、表面側の倣旧層も雨水に浸蝕された。

         
図 6 大仏の右頬の割れ目 1）                    図 7 大仏足指修繕層脱落（筆者作成）

（（22））現現有有のの洪洪水水対対策策 

楽山大仏の所在地は長年湿って水がたまりやすいため、大仏の異なる部位に排水システムが設置されてい

る。主として大仏の髻の部分に排水路がある。この部分の排水路は大仏の頭に落ちた溜まった水を引き出す

役目を果たしている。また、大仏の後耳にも排水路が設けられ、仏体に落ちそうになった水を排出してくる。

最終的には大仏内部にも排水路が設けられている。

排水システム全体は大仏の耳の後ろ、肩と胸に密かに分布している。大仏の両耳の背後の崖には、長さ 9.15
メートル、幅 1.26 メートル、高さ 3.38 メートルの左右に通じる穴がある。胸の背側の両端にも、右の穴は深

さ 16.5 メートル、幅 0.95 メートル、高さ 1.35 メートル、左の穴は深さ 8.1 メートル、幅 0.95 メートル、高

さ 1.1 メートルの穴がある。これらの回廊の底部には一定の傾斜部があり、それによって排水溝の役割を形

成している。

             
図 8 大仏の髻のところの排水路 1）                図 9 大仏耳後の排水路 1）
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（2）洪水災害の概要
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２．調査の概要

（1）損傷メカニズム

（2）現有の洪水対策
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33..洪洪水水対対策策のの提提案案  

  

（（11））監監測測警警報報ににつついいてて  

洪水災害に対する監視測定警報システムを構築し、大仏とその周辺環境の災害誘発因子を全方位的に識別

し、大仏の各部位の損傷変化状況をリアルタイムで監視し、災害発生に対応する予防的措置を事前に準備し

たほうがいいだろう。 
 

（（22））修修繕繕処処理理ににつついいてて  

今回の洪水の影響において、主に大仏の右頬と足の指に修繕層が剥がれたり、ひび割れたりする損傷が生

じた。したがって、今後の洪水被害への対策としては、大仏の頭や肩、足の指など水に浸かりやすい部分に

防水材、例えば炭素灰などを塗って保護層を形成し、洪水による大仏の破壊を防ぐ必要があるともいえよう。 
 

（（33））保保護護管管理理ににつついいてて  

洪水災害の特徴に基づき、洪水災害に対する防災・減災応急対策を確立し、大仏の被災後の処置、日常の

巡査管理などの措置を完備すると同時に、専門的な保護組織を設立し、災害応急演習と防災・減災訓練をし

っかりと行うべきである。 
  

44..ままととめめ  

  

2020 年は中国ここ二十年以来増水が最も深刻な一年であり、洪水の影響で楽山大仏は異なる程度の被害を

受けた。大仏は洪水被害の影響を考慮した上で一部の排水設備を整備して建立されていたが、現在の洪水防

止程度は極めて限られている。今後の洪水防止措置として、災害前の予防、大仏本体の修復、災害後の処置

管理などの方面から強化する必要があるといえよう。 
日本も気象災害が多発する国であり、洪水や台風などの自然災害は常に文化財の安全を脅かしている。こ

の調査研究報告は洪水災害の影響で文化財の損傷メカニズムの分析と洪水防止措置の適応性の考慮が日本と

世界各国の石窟寺と石刻類文化財の防災と減災に少しでも参考意義を果たせば幸いの限りである。 
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